
県内の外国人住民数が５５，２０８人（前年比＋４，５９６人、＋９．１％） 

に増加し、過去最高を更新しました 

外国人住民国籍・地域別人口調査（令和元年１２月３１日現在）の結果 

 

三重県では、市町の協力を得て外国人住民数の調査を年１回、独自に実施しています。

調査結果の概要は以下のとおりです。詳細は別添資料をご参照ください。 

（注）「外国人住民数」は、平成２３年以前は外国人登録法に基づく外国人登録者数を、同法廃止後

の平成２４年以降は住民基本台帳に基づく住民数を使用しています。 

 

調査結果概要 

 

（１）令和元年末現在の三重県内の外国人住民数 

５５，２０８人（前年比＋４，５９６人、＋９．１％） 

※外国人住民数は平成２０年の５３，０８２人をピークに、経済状況の悪化に伴い減

少していましたが、平成２６年から６年連続で増加しました。なお、外国人住民数

は、平成元年（１０，４４１人）の５．２９倍となり、総数及び増加数ともに過去

最高を更新しました。 

 

（２）県内総人口に占める外国人住民の割合 

３．０４％（前年の２．７７％より０．２７ポイント増） 

  ※外国人住民の割合は過去最高であった平成２０年の２．７８％を更新しました。 

 

（３）国籍・地域別の外国人住民数では、多い国から順に下記のとおりとなりました。 

また、出身国籍の数は１１０か国（平成３０年末 １０６か国）でした。 

   １ ブラジル １３，３００人 前年比 ３．３％増 

２ ベトナム  ８，３１０人  同 ３９．４％増 

３ 中国     ８，２７７人  同  ４．３％増 

４ フィリピン  ７，３１５人  同  ６．０％増 

５ 韓国   ４，３０９人  同  ２．４％減 

 

（４）市町別の外国人住民数では、多い市町から順に下記のとおりとなりました。 

１ 四日市市  １０，５２６人 外国人住民の割合 ３．３８％ 

２ 津市     ９，２３４人   同      ３．３２％ 

３ 鈴鹿市    ８，６５８人   同      ４．３３％ 

 

また、外国人住民の割合では、多い市町から順に下記のとおりとなりました。 

１ 木曽岬町 ７．４５％ 外国人住民数   ４６６人 

２ 伊賀市 ６．２６％   同    ５，７１５人 

３ いなべ市 ４．８５％   同    ２，２１６人 

 

 

 

 

 



資料編：三重県内の外国人住民の状況について 

 

 令和元年 12 月末現在の三重県の外国人住民数は 55,208 人で、前年より 4,596 人（9.1％）増加し、

過去最高を更新しました。外国人住民数は、平成 20 年の 53,082 人をピークに、経済状況の悪化に伴

い減少していましたが、平成 26 年から 6 年連続で増加しました。外国人住民数は、平成元年（10,441

人）の 5.29 倍となっており、10 年前（平成 21 年 49,076 人）の 1.12 倍となっています。 

また、県内総人口に占める外国人住民の割合は、前年(2.77%)より 0.27 ポイント増加して 3.04%と

なり、過去最高であった平成 20 年の 2.78％を更新しました。なお、令和元年 12 月 10 日、出入国在

留管理庁発行の「令和元年版在留外国人統計」によると、三重県の全国的な順位は、平成 30 年末で

第 4 位（2.91%）となっています。 

 

１．国籍・地域別内訳 

本県の外国人住民数を国籍・地域別にみると、ブラジルが 13,300 人で全体の 24.1%を占め、以下

べトナム、中国、フィリピン、韓国と続いており、上位 5 か国で全体の 75.2％を占めます。また、国

籍の数は、前年より 4 か国増加し、110 か国でした。 

ブラジルは、平成 20 年の 21,487 人から 7 年連続で減少していましたが、平成 28 年から 2 年連続

で増加、平成 30 年はやや減少に転じたのち、令和元年末には前年比 3.3％増の 13,300 人となりまし

た。 

ベトナムは、平成 26 年から 6 年連続で前年比 30%を上回る急激な増加を続け、令和元年末には前

年比 39.4%増の 8,310 人となり、中国、フィリピンを抜いて 2 番目に住民数の多い国籍となりました。 

中国（台湾を含まず）は、平成 29 年末から増加に転じ、令和元年末には前年比 4.3%増の 8,277 人

となりました。 

フィリピンは、平成 22 年の 5,443 人から 2 年連続で減少していましたが、平成 25 年から増加に転

じ、令和元年末には前年比 6.0％増の 7,315 人となりました。 

   

順位 国籍・地域 外国人住民数 構成比 増減数 増減率 

１ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 13,300人 24.1% 421人 3.3% 

２ ﾍﾞﾄﾅﾑ 8,310人 15.1% 2,350人 39.4% 

３ 中国 8,277人 15.0% 339人 4.3% 

４ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 7,315人 13.2% 411人 6.0% 

５ 韓国 4,309人 7.8% -104人 -2.4% 

６ ﾍﾟﾙｰ 3,053人 5.5% -21人 -0.7% 

７ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1,877人 3.4% 263人 16.3% 

８ ﾀｲ 1,693人 3.1% 181人 12.0% 

９ ﾈﾊﾟｰﾙ 1,511人 2.7% 290人 23.8% 

１０ ﾎﾞﾘﾋﾞｱ 970人 1.8% 6人 0.6% 

その他 4,593人 8.3% 460人 11.1% 

三重県計 55,208人 100.0% 4,596人 9.1% 

（注）平成 28 年より法務省の統計基準に基づき、中国と台湾、韓国と朝鮮は別々に集計を行っています。 

そのため表中の中国には台湾出身者を含みません。 



国籍・地域別上位 5 か国の外国人住民数が多い市町は次のとおりです。（ ）内の数値は、三重県

内の同国籍・地域の外国人住民数全体に占める割合です。 

国籍・地域 第１位 第２位 第３位 

ブラジル 

１３，３００人 

鈴鹿市  3,117人 

(23.4%) 

四日市市  2,379人 

     (17.9%) 

伊賀市  2,222人 

(16.7%) 

ベトナム 

  ８，３１０人 

四日市市 1,366人 

(16.4%) 

津市      1,343人 

(16.2%) 

桑名市    1,036人 

(12.5%) 

中国 

８，２７７人 

四日市市  1,603人 

(19.4%) 

津市   1,579人 

(19.1%) 

鈴鹿市      991人 

(12.0%) 

フィリピン 

７，３１５人 

松阪市  2,472人 

(33.8%) 

津市    1,402人 

(19.2%) 

四日市市    885人 

(12.1%) 

韓国 

４，３０９人 

四日市市 1,485人 

(34.5%) 

桑名市   621人 

(14.4%) 

鈴鹿市      518人 

(12.0%) 

 

２．市町別内訳 

外国人住民数の上位 10 市町は以下のとおりです。前年より桑名市と松阪市、いなべ市と亀山市の

順位が入れ替わった他、伊勢市が 10 位から 9 位に、名張市が 11 位から 10 位になりました。上位 10

市町で全体の 90.3%を占めています。 

順位 市町名 外国人住民数 構成比 増減数 増減率 

１ 四日市市 10,526人 19.1% 924人 9.6% 

２ 津 市 9,234人 16.7% 596人 6.9% 

３ 鈴 鹿 市 8,658人 15.7% 449人 5.5% 

４ 伊 賀 市 5,715人 10.4% 385人 7.2% 

５ 桑 名 市 4,642人 8.4% 555人 13.6% 

６ 松 阪 市 4,595人 8.3% 276人 6.4% 

７ いなべ市 2,216人 4.0% 303人 15.8% 

８ 亀 山 市 2,089人 3.8% 138人 7.1% 

９ 伊 勢 市 1,095人 2.0% 160人 17.1% 

１０ 名 張 市 1,088人 2.0% 225人 26.1% 

 

外国人住民数の上位 5 市町における住民数の多い国籍・地域は、次のとおりです。（ ）内の数値

は、同市町内の外国人住民全体に占める割合です。 

市町村名 第１位 第２位 第３位 

四日市市 

10,526人 

ブラジル    2,379人 

(22.6%) 

中国        1,603人 

(15.2%) 

韓国     1,485人 

(14.1%) 

津市 

9,234人 

ブラジル    2,215人 

(24.0%) 

中国       1,579人 

(17.1%) 

フィリピン  1,402人 

(15.2%) 

鈴鹿市 

8,658人 

ブラジル    3,117人 

(36.0%) 

ペルー    1,156人 

(13.4%) 

中国          991人 

(11.4%) 

伊賀市 

5,715人 

ブラジル    2,222人 

(38.9%) 

ベトナム    964人 

(16.9%) 

中国     638人 

(11.2%) 

桑名市 

4,642人 

ベトナム  1,036人 

(22.3%) 

ブラジル  1,005人 

(21.7%) 

韓国         621人 

(13.4%) 

 



年 外国人住民数 増減数 増減率 指数

平成元年 10,441 － － 100

平成２年 11,988 1,547 14.8% 115

平成３年 15,617 3,629 30.3% 150

平成４年 17,988 2,371 15.2% 172

平成５年 18,688 700 3.9% 179

平成６年 19,313 625 3.3% 185

平成７年 20,566 1,253 6.5% 197

平成８年 23,926 3,360 16.3% 229

平成９年 26,856 2,930 12.2% 257

平成１０年 28,203 1,347 5.0% 270

平成１１年 29,199 996 3.5% 280

平成１２年 32,457 3,258 11.2% 311

平成１３年 35,524 3,067 9.4% 340

平成１４年 36,988 1,464 4.1% 354

平成１５年 39,838 2,850 7.7% 382

平成１６年 43,621 3,783 9.5% 418

平成１７年 47,551 3,930 9.0% 455

平成１８年 49,304 1,753 3.7% 472

平成１９年 51,638 2,334 4.7% 495

平成２０年 53,082 1,444 2.8% 508

平成２１年 49,076 -4,006 -7.5% 470

平成２２年 46,817 -2,259 -4.6% 448

平成２３年 45,547 -1,270 -2.7% 436

平成２４年 41,811 -3,736 -8.2% 400

平成２５年 41,221 -590 -1.4% 395

平成２６年 41,251 30 0.1% 395

平成２７年 41,625 374 0.9% 399

平成２８年 43,445 1,820 4.4% 416

平成２９年 47,665 4,220 9.7% 457

平成３０年 50,612 2,947 6.2% 485

令和元年 55,208 4,596 9.1% 529

３．市町別外国人住民数の割合 

総人口に占める外国人住民数の割合が高い上位 10 市町は、次のとおりです。前年より四日市市と

津市の順位が入れ替わりました。 

順位 市町名 外国人の割合 外国人住民数 日本人の人口 

１ 木曽岬町 7.45% 466人 5,791人 

２ 伊 賀 市 6.26% 5,715人 85,511人 

３ いなべ 市 4.85% 2,216人 43,497人 

４ 鈴 鹿 市 4.33% 8,658人 191,228人 

５ 亀 山 市 4.20% 2,089人 47,629人 

６ 川 越 町 3.83% 583人 14,644人 

７ 四日市市 3.38% 10,526人 301,025人 

８ 津 市 3.32% 9,234人 268,871人 

９ 桑 名 市 3.27% 4,642人 137,377人 

１０ 松 阪 市 2.81% 4,595人 158,882人 

三 重 県 計 3.04% 55,208人 1,758,611人 

 

４．外国人住民数の推移 

過去の外国人住民数の推移は次のとおりです。指数は平成元年を 100 として計算しています。 

 






